別紙の記入要領
別紙1 特定施設の構造
1 施設名　(特定施設番号)
『施設名』は，水質汚濁防止法施行令別表第1及びダイオキシン類対策特別措置法施行令別表第2の「号番号及び記号」を記入してください。
特定施設番号（あなたの事業場の特定施設の整理番号，例えば①，②…等）を併せて記入し，同じ番号を配置図，施設の操業系統図の特定施設にも記入してください。
2 型式
『型式』は，特定施設の型式を，例えば「○○社製△△□□」と記入してください。これに該当しないときは「回転式」，「連続式」，「静止浸せき式」，「回分式」等と記入してください。
3 構造
『構造』のうち，『材料』は特定施設の主要部分の材質を記入してください。例えば「コンクリート製」，「鋼鈑製」，「ステンレス製」等と記入してください。
『形状』は，「別図○のとおり」とし，平面図及び断面図を添付してください。
『主要寸法』は，特定施設の主要部分の概略の寸法を「1000W×1000D×1000H」等と記入してください。
4 能力
『能力』は，特定施設の1日当たりの能力について記入してください。1日当たりとは，操業時間の範囲での最大能力です。
5 設置数
『設置数』は，同じ構造の特定施設がある場合はその数を記入してください。
6 主要機械又は主要装置の配置
『主要機械又は主要装置の配置』は，「別図○のとおり」と記入し配置図を作成してください。この配置図には工場又は事業場の全体の平面図に，特定施設，廃水を排除するその他の施設，これに関連する主要機械・装置及び汚水処理施設等の設置場所を図示してください。そして，特定施設には配置図中の該当する施設に施設番号（あなたの事業場の特定施設の整理番号）を記入してください。
7 着手予定
『着手予定』は，届け出に関する特定施設の工事着手予定年月日を記入してください。
8 完成予定
『完成予定』は，届け出に関する特定施設の工事完成予定年月日を記入してください。
9 使用開始予定
『使用開始予定』は，届け出に関する特定施設の使用開始予定年月日を記入してください。
10 その他の参考事項
『その他の参考事項』は，特定施設の構造等で，何か参考になる事柄がありましたら記入してください。例えば，既設の特定施設と新規の特定施設の一覧表を作成し，今回の届け出分の特定施設については，「変更」等と記入してください。

別紙１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　定　施　設　の　構　造
	 施設名

　(特定施設番号)


	電気メッキ施設(66)
　　(別図2－　①　)


	酸又はアルカリによる
表面処理施設(65）
　　(別図2－　②　)


	　　(　　　－　　)



	　型式


	○○社製　○○－○○
　静止式

	○○社製　○○－○○
　静止浸せき式


	

	　構造


	　材

　質
	PVCライニング鋼鉄製

	PVCライニング鋼鉄製

	

	
	　形

　状
	　別図(　１　)のとおり


	　別図(　１　)のとおり


	　別図(　　　)のとおり



	
	 主寸

 要法
	　　　　　〃


	　　　　　〃


	　　　　　



	　能力


	1000kg/日・基

	1000kg/日・基

	

	　設置数


	          1

	 1

	

	　主要機械又は

　主要装置の配置
	　別図(　２　)のとおり


	　別図(　２　)のとおり


	　別図(　 　)のとおり



	着手予定


	○○年○○月○○日


	○○年○○月○○日


	

	　完成予定


	○○年○○月○○日


	○○年○○月○○日


	

	　使用開始予定


	○○年○○月○○日


	○○年○○月○○日


	

	　その他の参考事項


	 新旧比較の場合，こちらの欄，若しくは施設名欄に（新）（旧）など明記してください。

	
	


　 備考　　構造，主要寸法及び主要機械又は主要装置の配置の欄の記載については，詳細な図面を利　　　　用して，その概要を明記すること。

別紙2 特定施設の使用の方法

1 施設名

『施設名』は，別紙1の同項目と同じです。

2 設置場所

『設置場所』は，「別図○のとおり」と記入し，特定施設の設置場所を配置図に図示してください。特定施設の設置場所が明示されていれば，別紙1の『主要機械又は主要装置の配置』の「配置図」が使用できます。

3 操業系統

『操業系統』は，「別図○のとおり」と記入し，作業行程を原材料から仕上げまで，特定施設及び廃水を排除するその他の施設を含めて記入してください。廃水の系統も記入してください。特定施設には，施設番号を記入してください。

4 1日の使用時間

『1日の使用時間』は，例えば，「8:00～16:00まで連続8時間」，「8:00～16:00まで1時間間隔で30分ずつ3回」，「8:00～16:00まで不定期に延べ3時間」と記入してください。

5 使用の季節変動の概要

『使用の季節変動の概要』は，特定施設の使用に季節的変動がある場合に，例えば「2～3月は年平均60%」，「秋期は年平均の130%」と記入してください。変動がない 場合は「なし」と記入してください。

6 原材料の種類使用方法及び量

『原材料の種類使用方法及び量』は，特定施設を含む作業工程において，使用する原材料を消耗資材も含めて記入してください。使用量は，1日平均で記入してください。月平均で記入される場合は，1ヵ月の稼働日数を記入してください。例えば，「98%硫酸2Kg／日，酸洗い」，「無水クロム酸25Kg／20日，クロムメッキ」と記入してください。記入欄が狭くて書ききれないときは，「別紙のとおり」と記入し，別紙に記入してください。原材料によっては，成分表を添付してください。
7 廃液の分離方法
『廃液の分離方法』は，汚水の処理の方法を文章で，例えば「調整槽で均一化した後，2段中和処理」，「アルカリ塩素法によるシアンの処理」と記入してください。
8 使用時の汚水量及び水質

『使用時の汚水量及び水質』は，特定施設あるいは特定施設に関係するその他の施設の使用時において，それらの施設から排出される汚水の量及び水質を記入してください。汚水の量及び水質に変動のある場合は，通常値と最大値を記入してください。使用時の汚水量及び水質の欄の記載については，別図によることとし，操業系統の図面とかねて記入してもよい。また水質も別紙4『下水の量及び水質』が使用できます。
汚水の水質の『項目』は，原則として「pH」，「BOD」，「SS」について記入し，これ以外の項目であっても，製造工程及び使用原材料などから判断して，排出される項目があれば記入してください。単位は，温度は「℃」，pHは「水素指数」，ダイオキシン類は「pg－TEQ/L」，その他は「mg/L」で記入してください。

9 その他の参考となる事項

『その他の参考となる事項』は，特定施設を使用するうえで，何か参考となる事柄がありましたら記入してください。例えば，特定施設から排出される濃厚廃液を業者委託処分している場合は「○○廃液は△△㈱に委託処分」等と記入してください。業者に処理を委託している場合は，契約書の写しを添付してください。
別紙２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定施設の使用の方法
	　施設名


	電気メッキ施設(66)

　　(別図2－　①　)


	酸又はアルカリによる

表面処理施設(65）

　　(別図2－　②　)


	

	　設置場所


	　別図(　２　)のとおり


	　別図(　２　)のとおり


	　別図(　　　)のとおり



	　操業系統


	　別図(　３　)のとおり


	　別図(　３　　)のとおり


	　別図(　　　)のとおり



	　１日の使用時間


	8:00～16:00まで
連続8時間 


	8:00～16:00まで
連続8時間 


	

	　使用の季節的

　変動の概要


	なし

	なし


	

	　原材料の種類

　使用方法

　及び量


	シアン化カリウム

　　　2kg/日

水酸化ナトリウム

　　　2kg/日


	98%硫酸2kg/日
酸洗い

	

	　廃液の分離方法


	アルカリ塩素法によるシアン処理


	NaOHによる中和処理


	

	　使用時の汚水量

　及び水質


	　別紙4のとおり


	　別紙4のとおり


	

	 その他の参考事項


	
	
	


　備考　　使用時の汚水量及び水質の欄の記載については，別図によることとし，操業系統の図面

　　　　とかねて記入してもよい。
別紙3 特定施設の使用の方法

1 処理施設名

『処理施設名』は，汚水の処理施設の名称を，例えば「凝集中和沈殿処理施設」，「回転式中和処理施設」等と記入してください。排水の系統別に分かれている場合は，例えば「シアン系処理施設」，「クロム系処理施設」，「酸・アルカリ系処理施設」と分けて記入してください。

排水を処理し，処理水を循環再利用する場合は，例えば「クロム処理施設循環系」等と記入してください。

なお，汚泥の脱水処理，濃縮処理等汚泥の処理工程がある場合は，汚水の処理施設の項目とは別に「汚泥処理施設」として記入してください。

2 汚水処理施設の設置場所

『汚水処理施設の設置場所』は，「別図○のとおり」と記入し，汚水処理施設の設置場所を配置図に図示してください。汚水処理施設の設置場所が明示されていれば別紙1の『主要機械又は主要装置の配置』又は別紙2の『設置場所』と同じ図面が使用できます。

3 工事の着手年月日

『工事の着手年月日』は，届け出に関する汚水の処理施設の工事着手年月日を記入してください。

4 工事の完成年月日

『工事の完成年月日』は，届け出に関する汚水の処理施設の工事完成年月日を記入してください。

5 使用開始年月日

『使用開始年月日』は，届け出に関する汚水の処理施設の使用開始年月日を記入してください。

6 汚水処理施設の種類，型式，構造，能力及び処理の方法
『汚水処理施設の種類，型式，構造，能力及び処理の方法』は，汚水の処理の方法を文章で，例えば「調整槽で均一化した後，2段中和処理」，「アルカリ塩素法によるシアンの処理」と記入し，型式が分かる場合は「○○社製，○○－○○」と記入してください。これに該当しないときは，例えば「連続自動式」，「回転手動式」と記入してください。『能力』は，特定施設の1日当たりの能力について記入してください。
7 汚水等の処理系統

『汚水等の処理系統』は，『操業系統』の別図の平面図に処理系統を図示してください。

8 汚水等の集水及び導水方法
『汚水等の集水及び導水方法』は，『設置場所』の別図の平面図に排水経路を図示してください。
9 汚水処理施設の使用時間及びその季節的変動の概要

『汚水処理施設の使用時間』は，汚水処理施設の使用時間を，例えば「8:00～17:00まで1時間おきに3時間」，「毎月曜日8:00～12:00まで連続4時間」，「8:00～16:00まで不定期に延べ3時間」と記入してください。

『使用の季節的変動』は，汚水処理施設の使用に季節的変動がある場合には，例えば「2～3月は年平均の60%」，「夏季は年平均の130%」と記入してください。変動がない場合は「なし」と記入してください。
10 汚水等の処理に要する消耗資材の１日当たりの用途別使用量

『汚水等の処理に要する消耗資材の１日当たりの用途別使用量』は，汚水処理施設に使用する消耗資材（薬品）の用途別使用量を，例えば「12%次亜塩素酸ソーダ（シアン酸化分解）1.0L/日」，「40%苛性ソーダ溶液（中和）2.4L/日」と記入してください。
11 処理前後の水量及び水質
『処理前後の水量及び水質』は，汚水の処理施設ごとに，処理前と処理後の水質について記入してください。水質に変動があるときは，最大値も記入してください。

水質項目は，原則として「pH」，「BOD」，「SS」について記入し，これ以外の項目であっても製造工程，使用原材料から判断して排出される項目があれば記入してください。単位は，温度は「℃」，pHは「水素指数」，ダイオキシン類は「pg－TEQ/L」，その他は「mg/L」で記入してください。『操業系統』の別図の平面図に処理水量，水質を図示してください。
12 残渣の量及びその処理方法
『残渣の量及びその処理方法』は，例えば「クロム含有汚泥」，「有機物汚泥」，「シアン濃厚廃液」と記入してください。「生成量」は，汚水の処理によって生ずる残さの生成量をその種類ごとに記入してください。脱水装置や濃縮装置を使用する場合は，脱水や濃縮後の量を記入してください。
「処理の方法」は，例えば「業者委託」，「社内保管（ドラム缶にて保管）」と記入してください。なお，業者に処理を委託している場合は，契約書の写しを添付してください。
13 排除場所

『排除場所』は，例えば「公共下水道へ」と記入し，『処理施設の設置場所』の別図の配置図に排水経路を図示してください。
別紙３

　　　　　　　　            汚　　水　　等　　の　　処　　理　　の　　方　　法

	　処理施設名


	シアン処理施設

	中和処理施設


	

	　汚水処理施設の設置場所


	別図(　2　)のとおり

	別図(　2　)のとおり

	

	　着工予定年月日


	○○年○○月○○日
	○○年○○月○○日
	

	　完成予定年月日


	○○年○○月○○日
	○○年○○月○○日
	

	　使用開始年月日


	○○年○○月○○日
	○○年○○月○○日
	

	　汚水処理施設の種類，型式，構造，能力及び処理の方法


	アルカリ塩素法によるシアン処理
　

○○社製○○-○○
能力10m3/日
	NaOHによる中和処理
△△社製△△-△△

能力10m3/日
	

	　汚水等の処理系統


	　別図(　3　)のとおり

	　別図(　3　)のとおり

	

	　汚水等の集水及び導水方法


	別図(　2　)のとおり

	　別図(　2　)のとおり

	

	　汚水処理施設の使用時間

及びその季節的変動の概要


	　　　8時から　　16時まで

　連続(　8時間ごと)　8時間/日

	　　　8時から　　16時まで

　連続(　8時間ごと)　8時間/日

	

	　汚水等の処理に要する消耗資材の１日当たりの用途別使用量


	12%次亜塩素酸ナトリウム
10kg/日

	10%水酸化ナトリウム
10kg/日

	

	　処理前後の水量及び水質


	　別図(　3　)のとおり

	　別図(　3　)のとおり

	

	　残渣の量及びその処理方法


	なし

	　クロム含有汚泥
△△㈱に委託処分


	

	　排除場所


	中和処理施設へ

	公共下水道へ

	

	　
その他の記載事項


	
	
	


　備考　

1 汚水等の集水及び導入方法の欄の記載については，別図によることとし，特定施設から汚水処理施設に至る導水路ならびに工場内の排水経路を明らかにすること。

2 処理前後の水量及び水質の欄の記載については，別図によることとし，汚水等の集水及び導水方法の欄の図面に記入してもよい。

3 汚水処理施設の設置場所及び処理水の排除場所については，別図上でもその位置を示す。

別紙4 下水の量及び水質
1 排水口

『排水口』は，公共下水道に接続する排水口ごとに記入してください。記入する番号は，「配置図」等の排水口番号と一致させてください。また，（　　）内には，排水の種類（工程排水や生活排水等）を記入してください。

2 排水量

『排水量』は，公共下水道に接続する排水口ごとに，通常値と最大値を記入してください。

3 水質

『水質』は，原則として「pH」，「BOD」，「SS」について記入し，これ以外の項目であっても製造工程，使用原材料などから判断して排出される恐れがある項目があれば記入してください。生活排水専用の排水口の場合は，「pH」，「BOD」，「SS」，「ノルマルヘキサン抽出物質（油分）」について記入してください。また，雨水専用の排水口については，排水量と水質項目の欄は記入する必要はありません。
別紙４

　　　　　　　　　　　　　　下　　水　　の　　量　　及　び　　水　　質
	　　　　　　　　　　 排水口


	
	No , ①
（工程排水）
	No , ②
（工程排水）
	
	 総合



	　　　　　　　　　　 排水量

 項　　目


	
	 平均

10

 ㎥/日
	 最大

20

 ㎥/日
	 平均

10

 ㎥/日
	 最大

20

 ㎥/日
	 平均

 ㎥/日
	 最大

 ㎥/日
	 平均

20

 ㎥/日
	 最大

40

 ㎥/日

	 温度
	　 ℃
	20.0
	25.0
	20.0
	25.0
	
	
	20.0
	25.0

	 水素イオン濃度
	水素指数
	7.0
	7.2
	7.0
	7.2
	
	
	7.0
	7.2

	 生物化学的酸素要求量
	 5日間㎎/L
	2.0
	3.5
	2.0
	3.5
	
	
	2.0
	3.5

	 浮遊物質量
	 ㎎/L
	5
	10
	5
	10
	
	
	5
	10

	 ノルマルヘキサン抽出物質含有量

　　　　 鉱油類含有量

　　　　

　　　　 動植物油脂類含有量
	 ㎎/L
 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 ヨウ素消費量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 フェノ－ル類含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 シアン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 アルキル水銀含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 有機燐含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 カドミウム含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 鉛含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 クロム（６価）含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 砒素含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 総水銀含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 クロム含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 銅含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 亜鉛含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 鉄（溶解性）含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 マンガン（溶解性）含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 フッ素含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 ＰＣＢ含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 ジクロロメタン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 四塩化炭素含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 1,2-ジクロロエタン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 1,1-ジクロロエチレン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 シス-1,2-ジクロロエチレン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 1,1,1-トリクロロエタン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 1,1,2-トリクロロエタン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 トリクロロエチレン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 テトラクロロエチレン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 1,3-ジクロロプロペン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 チウラム含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 シマジン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 チオベンカルブ含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 ベンゼン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	 セレン含有量
	 ㎎/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 ダイオキシン類
	pg-TEQ/L
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


別紙5 用水及び排水の系統

1 工場又は事業場における用水及び排水の系統
『用水及び排水の系統』は，使用水の用途別に排出される排水口が分かるように「用水及び排水の系統図」を作成し，添付してください。

2 原料用水

『原料用水』は，例えば，ジュース等の飲料水の製造や生コンクリートの製造のように製品を製造するのに使用する用水で排出されない水が該当します。

3 製品処理用水・洗浄用水

『製品処理用水・洗浄用水』は，洗浄に用いる水です。また，循環使用しているときは，回収水の欄に循環使用水量を，内数で（　　）内に記入してください。

4 冷却用水・排水

『冷却用水』は，ボイラーなどの冷却をしている水です。また，循環使用してい

るときは，回収水の欄に循環使用水量を，内数で（　　）内に記入してください。
5 ボイラー温調用水

『ボイラー温調用水』は，ボイラ内で蒸気を発生させるために使用した水量を，温調用水は、工場内の温度又は湿度の調整などのために使用した水量を記入してください。

6 生活用水

『生活用水』は，食堂やトイレなどの生活水です。

別紙５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用　水　及　び　排　水　の　系　統
1．工場又は事業場における用水及び排水の系統

　　　 別図（ 2 ）のとおり

２.用水の種類及び用途別使用量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位㎥/日）

	　　　　　 種　別

 用　途
	 上水


	 工業用水


	 地下水


	 河川水


	 海水


	 回収水

 (循環水)
	 その他


	　 計



	 原料用水


	10

	
	
	
	
	
	
	10


	 製品処理用水

 洗浄用水
	0.5

	
	
	
	
	
	
	0.5


	 冷 却

 用 水


	 間接


	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 直接


	
	
	
	
	
	
	
	

	 ボイラ－温調用水


	
	
	
	
	
	
	
	

	 生活用水


	3

	
	
	
	
	
	
	3


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　 計


	13.5

	
	
	
	
	
	
	13.5



別紙6 参考資料
1 工場又は事業場周辺の見取図
「別図○のとおり」と記入し，工場又は事業場場所を周辺地図に明記してください。
2 工場又は事業場における建築物，施設の配置図
『工場又は事業場における建築物，施設の配置図』は，「別図○のとおり」と記入し，汚水処理施設の設置場所を配置図に図示してください。汚水処理施設の設置場所が明示されていれば別紙1の『主要機械又は主要装置の配置』又は別紙2の『設置場所』と同じ図面が使用できます
3 工場又は事業場における建築物，施設の配置図

『工場又は事業場における建築物，施設の配置図』は，「別図○のとおり」と記入し，作業行程を原材料から仕上げまで，特定施設及び廃水を排除するその他の施設を含めて記入してください。廃水の系統も記入してください。特定施設には，施設番号を記入してください。
4 工場又は事業場全体の特定施設の種類及び数

『工場又は事業場全体の特定施設の種類及び数』は，水質汚濁防止法施行令別表第1及びダイオキシン類対策特別措置法施行令別表第2の「号番号及び記号」を記入してください。また，同じ構造の特定施設がある場合はその数を記入してください。
5 主要製品名及びその原料(1日当たり)

『主要製品名及びその原料(1日当たり』は，特定施設を含む作業工程において，製造される製品，及び使用する原料を記入してください。使用量は，1日平均で記入してください。記入欄が狭くて書ききれないときは，「別紙のとおり」と記入し，別紙に記入してください。原材料によっては，成分表を添付してください。
別紙６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　　　　考　　　　資　　　　料
１　工場又は事業場周辺の見取図

　　　　別図(　　)のとおり

２　工場又は事業場における建築物，施設などの配置図

　　　　別図(　　)のとおり

３　工場又は事業場全体の操業の系統

　　　　別図(　　)のとおり

４　工場又は事業場全体の特定施設の種類及び数

　　(設置又は変更後の種類及び数を記入すること。)

	　号番号


	　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　称


	　　　数


	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


５　主要製品名及びその原料（１日当たり）

	　　主要製品名及び生産量


	　　　　主原料及び使用量


	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


６　その他の参考資料

	　工場又は事業場名


	
	

	　担当者名


	
	

	　工場又は事業場の敷地面積


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ2

	

	　工場又は事業場の建物の延べ面積


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ2

	

	　資本の額又は出資の総額


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 万 円


	

	　常時使用する従業員数


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人


	

	　操業時間


	　　　 時　　～　　時　　　　　　　　　　　　　　時 間


	

	　休業日


	
	

	　事務連絡の方法


	
	


